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 あけましておめでとうございます。今年も子ども達が豊かに元気に育ちますよう、職員

一同力を合わせて保育をしていきます。どうかよろしくお願いします。  

私（筆者）は、小さい頃、冬になると母から決まって頼まれる仕事がありました。そ

れは、夜遅くに帰ってくる父親のために、こたつの上に着物をかけて温めておく仕事でし

た。  

今と違って、ストーブなどない時代でしたから、家の中はとても寒く、寒い夜道を帰っ

てきて、冷たい着物を着なくてはいけない父親のことを母は案じていたのです。ならば、

母が自分ですればいいのに、と思うところですが、今思えば、母はこういう仕事を子ども

にさせながら、人を思いやるとはどういうことをするのか、具体的に教えていたのだと思

います。父が「ぬくいなあ」と顔をほころばせるのを見て、嬉しかったものです。だから

といって、そんなに優しい人間になったとも思えませんが、少なくとも、こんな経験をさ

せてもらえなかったら、もっともっとひどい人間になっていたと思います。  

皆さんは生まれつき優しく思いやりのある子というものがいると思われますか？私は、

優しさや協調性、思いやりの心というのは、訓練によって少しずつ身につくものだと思い

ます。思いやりのある、あたたかい人たちに囲まれ、優しい言葉があふれている家庭に育

った子は、無意図的に、日々その訓練を受けていることになり、優しい性格が育っていく

のではないでしょうか？だから、どんな雰囲気のおうちで育つかは、とても大切なことに

なってくると思います。それと同時に、具体的に大人が、「これはいいこと」「こうすると

みんなが嬉しい」ということを教え、繰り返し繰り返し伝えて、子どもを訓練していくと

いうことがとても大切になってくると思います。  

小さい子に具体的にさせていける「良いこと」には、どんなことがあるでしょうか？  

たとえば、お父さんの御飯を、一番先によそってあげること。  

たとえば、お母さんのために、お茶碗を運ぶこと。  

たとえば、おじいちゃんのために、お薬を飲む水を汲んであげること。  

たとえば、おばあちゃんのために、荷物を一つ持ってあげること。  

それぞれのご家庭で状況が違いますので、皆さんも我が家バージョンをお考え下さり、

子どもの心を耕していけるとよいかと思います。  

たった一つのことを続けていくことが、大きな力となって子どもを育てていくと思いま

す。 


